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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真用の受容体シートであって、基材を含み、その基材上にポリオレフィンと、ポ
リオレフィンコポリマー、アミド含有ポリマーおよびエステル含有ポリマーからなる群か
ら選択された少なくとも１種との混合物を含む少なくとも１層のトナー受容体層を有し、
前記少なくとも１層のトナー受容体層について測定されるＴgが５℃未満のＴgを含む、受
容体シート。
【請求項２】
　電子写真用受容体シートを含む画像形成された要素であって、基材を含み、その上にポ
リオレフィンと、ポリオレフィンコポリマー、アミド含有ポリマーおよびエステル含有ポ
リマーからなる群から選択された少なくとも１種との混合物を含む少なくとも１層のトナ
ー受容体層を有し、前記少なくとも１層のトナー受容体層について測定されるＴgが５℃
未満のＴgを含み、前記少なくとも１層のトナー受容体層がその上に顔料およびビスフェ
ノールＡポリエステルを含むトナーから形成された画像を有する、画像形成された要素。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真印刷用のトナー受容体部材に関する。好ましい形態において、本発
明は、ペーパー支持体上に単層として押し出され、電子写真技術を用いた写真品質のプリ
ントを提供し、またフューザーオイル吸収性であり、光沢化可能（glossable）であり、
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耐指紋性であり、また良好なトナー密着性を有するトナー受容体層を含む画像形成要素に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真画像形成技術を使用して写真品質に近い画像を生成することは非常に望ましい
。かかる画像を、ハロゲン化銀画像形成技術を使用して生成される典型的な写真プリント
の外観および触感、例えば光沢の程度および均一さ、剛性および不透明度並びに対応する
低粒状性で高い解像度および鮮鋭度をプリントに与える基材上に生成させることがよりい
っそう望ましい。デジタル電子写真法を用いてかかる基材上に写真品質画像を生成させる
ことの利点としては、環境適合性が向上すること、使用が容易であること、および画像を
カスタマイズするための汎用性（例えば、文字および画像を組み合わせる場合）が挙げら
れる。
【０００３】
　米国特許第５，８４６，６３７号には、（１）セルロース系基材と、（２）前記基材の
片面と接する第１の帯電防止コーティング層と、（３）前記帯電防止層の上にある第２の
トナー受容体コーティングであって、バインダーポリマーの混合物と展着剤と耐光堅牢性
誘導剤、殺生物剤および充填剤を含む第２のトナー受容体コーティングと、（４）前記基
材の裏面に接する第３のトラクション調節コーティングであって、約－５０℃～約５０℃
のガラス転移温度を有するポリマーと帯電防止剤と耐光堅牢剤と殺生物剤と顔料とから構
成されるコーティングされたゼログラフィー写真ペーパーが記載されている。このペーパ
ーは、トナーを受容するように基材の裏側に第３の層を備えているが、この層は、画像を
基材の他の面上の第２の層ではなくこの第３の層上に生成させる場合に高い画像品質を確
保するには十分でない。
【０００４】
　欧州特許出願第１，３３６，９０１Ａ１号には、離型剤を含有し支持体シート上に形成
されたトナー画像受容層を備えた、定着ベルト型電子写真法用の電子写真画像受容シート
が記載されている。実施例で使用された支持体は、いずれかの側にポリエチレン層を有す
る紙ベースを有し、画像側は光沢があり、裏側は艶消し仕上げが施されている。裏側でト
ナー画像を受容することについての規定はない。
【０００５】
　米国特許出願第２００３／００８２３５４Ａ１号には、ベース紙と、熱可塑性樹脂およ
び当該熱可塑性樹脂の４０質量％未満の補強フィラー顔料を含むトナー画像受容層とを含
む、電子写真法用の画像受容シートが開示されている。この熱可塑性層は、ベース紙の厚
さの１～５０％の深さまで浸透する。ブリスター形成およびトナー画像の荒れ（rougheni
ng）を防止するために、トナー画像受容層が実質的に顔料またはフィラーを含まないこと
が望ましい。トナー受容用の層に使用される樹脂は、好ましくはコーティング溶液として
塗布され、それら樹脂は水に可溶性または水に分散性であり、その溶液の粘度は１０～３
００ｍＰａ・秒の範囲内にあることが好ましい。同様に米国特許出願第２００３／００８
２４７３Ａ１号には、溶液粘度が２０～５００ｍＰａ・秒の範囲内にあることが好ましい
コーティング液の使用について開示されている。
【０００６】
　米国特許出願第２００３／００３７１７６Ａ１号は、１２０℃において約２００～２，
０００Ｐａ・秒の溶融粘度を有する熱可塑性樹脂を主成分として含有する画像受容層を有
する基体を備えた電子写真転写シートを開示している。この特許出願は、その熱可塑性樹
脂の粘度が２，０００Ｐａ・秒を超える場合、カラートナー受容用の層の埋込が不十分に
なり、光沢の均一性の悪化を招くカラートナー画像のレリーフが表面に形成されることを
開示している。この特許出願はまた、そのトナー受容用の層を作りだすためのリバースロ
ールコーター、バーコーター、カーテンコーター、ダイスロットコーター、またはグラビ
アコーターなどの塗布方法を開示している。この特許出願中に開示されている電子写真転
写シートの構造は、一方の面にのみトナー受容用の層を有する。
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【０００７】
　米国特許出願第２００４／００５８１７６Ａ１号は、基材上にコーティングされたポリ
エチレン層上にトナー受容体層がコーティングされた電子写真用の画像受容シートを開示
している。そのトナー画像受容層を作り出すための多くのポリマーおよび方法が列挙され
ているが、この特許出願は、樹脂の押出コーティングおよびトナーとの接着などの工程を
満足させる樹脂の必要な特性が何かについては教示していない。この特許出願は、そのト
ナー画像受容層中の熱可塑性樹脂が次の特性、すなわち数平均分子量（Ｍn）＝５０００
、分子量分布（重量平均分子量／数平均分子量の比）≦４、４０℃～１００℃の範囲内の
ガラス転移温度（Ｔg）、および２０ｎｍ～２００ｎｍの範囲の体積平均粒径を満足させ
る自己分散性で水分散性のポリエステル樹脂エマルションであることを特許請求している
。またこの特許出願によってなされた別の請求項は、このトナー画像受容層がポリオレフ
ィン樹脂を含有することができ、その層を押出コーティングすることができるというもの
である。
【０００８】
　米国特許第６，２１７，７０８号には、その上にトナー画像受容層がコーティングされ
ていない電子写真用フルカラー転写ペーパーが開示されている。この方法は、このペーパ
ーや他のペーパーのモトルを示す写真または画像を生じるので欠点がある。
【０００９】
　米国特許出願第２００３／０１７５４８４Ａ１号には、すぐれた光沢を有し、かつ高温
、高圧下における固定段階の間の高いオフセット抵抗を有する受像用シートの生成につい
て開示されている。これは、多価アルコール成分としてビスフェノールＡの多価アルコー
ル成分をモル数を基準にして少なくとも１０％含有するポリエステル樹脂を用いて達成さ
れ、上記ポリエステル樹脂は０．３～０．７の極限粘度数（ＩＶ）を有する。この特許出
願は、そのポリエステルの分岐については考察も特許請求もしておらず、また押出コーテ
ィングを可能にする諸特性について考察も特許請求もしていない。
【００１０】
　米国特許出願第２００３／０２３５６８３Ａ１号には、支持体と、その支持体の表面に
配置された熱可塑性樹脂および顔料を含有するトナー画像受容層とを備え、この支持体の
表面が７５度において２５パーセント以上の光沢度と、その熱可塑性樹脂の質量を基準に
して４０質量パーセント未満の顔料含有量とを有する電子写真用の受像シートが開示され
ている。この場合もまた、そのトナー画像受容層は、ブリスターの形成を防止するため、
実質上いかなる顔料または充填剤も含まないことが望ましい。トナー粒径もまた電子写真
の画質を決めるのに重要な役割を果たし、一般に粒子が細かいほど良い画質が得られる。
しかし、粒子が細かくなるに従って光伝導体に粒子を固定する力の物理現象は劇的に変化
し、それらを光伝導体から受容体に効果的に転写する新しい方法を必要とする。非常に細
かい粒子を用いる場合、写真品質のプリントをこの工程で生成することができる。細かい
粒子に伴う欠点は、それらを普通紙上へ転写することが困難なことである。この問題に対
する一つの解決策が米国特許第４，９６８，５７８号中で説明されており、それは受像シ
ートの表面を熱可塑性の層で被覆する。
【００１１】
　高い光沢を与えることができ、光沢差、画像レリーフ、および残留表面フューザーオイ
ルを最低限に抑え、かつトナー密着性を最大にする、電子写真印刷用の改良されたトナー
受容体要素が必要とされている。さらにそのようなプリントが指紋およびこぼれたものに
対して耐性であることが望ましい。これらすべての特許および特許出願ではトナー受容体
要素は多くの製造ステップを用いて製造された。トナー受容要素の調製における製造ステ
ップを減らし、低コスト媒体を作り出す必要性が存在する。トナー受容体層をポリマー溶
融押出コーティングすることによって作り出すことができる電子写真印刷用の低コスト媒
体を作り出す必要性もまた存在する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１２】
　融着後の光沢差が最低限に抑えられた受容体シートが必要とされている。
【００１３】
　本発明の目的は、写真品質に近いプリントを生成する電子写真印刷用のトナー受容体部
材を提供することである。
【００１４】
　本発明の別の目的は、押出プロセスを用いて電子写真印刷に好適なトナー受容体部材を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明のこれらおよび他の目的は、基材を含み、その上にポリオレフィンと、ポリオレ
フィンコポリマー、アミド含有ポリマーおよびエステル含有ポリマーからなる群から選択
された少なくとも１種との混合物を含む少なくとも１層のトナー受容体層を有し、その少
なくとも１層の受容体層について測定されるＴgが５℃未満のＴgを含む電子写真用受容体
シートによって達成される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、融着後の光沢が改良された受容体を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明は多くの利点を有する。本発明は、光沢差、画像レリーフ、および残留フューザ
ーオイルを最低限に抑え、トナーの密着を最大限に高め、市販のクレイ被覆紙と比べて耐
指紋性および耐水性を示す、写真品質に近い高光沢のプリントを提供することができる電
子写真印刷用トナー受容体要素を提供する。このトナー受容体要素は、優れた白色度も提
供する。本発明は、ポリオレフィンとエステル含有ポリマーとの混合物を含み、上記少な
くとも１層の受容体層について測定されるＴgが５℃未満のＴgを含むトナー受容体層の材
料組成物を提供する。本発明は、ポリオレフィンとアミド含有ポリマーの混合物を含み、
上記少なくとも１層の受容体層について測定されるＴgが５℃未満のＴgを含むトナー受容
体層用の材料組成物を提供する。本発明は、ポリオレフィンとポリアミドの混合物または
ブレンド、あるいはポリオレフィンと分岐ポリエステルなどのポリエステルとの混合物ま
たはブレンド、あるいはポリオレフィンと変性ポリオレフィンのブレンドからなるトナー
受容体層組成物を提供する。本発明はさらに、下塗り層またはタイ層（tie layer）を必
要とせずに押出単一層として基材に塗布することが可能なトナー受容体層組成物を提供す
る。本発明はさらに、触れても粘着せずかつブロッキングを起こさない組成物を提供する
。本発明はさらに、融着装置で表面に付いたシリコーン油を吸収するトナー受容体層組成
物を提供する。これらおよび他の利点は、下記の詳細な説明により明らかになるはずであ
る。
【００１８】
　本発明のトナー受容体部材は、支持体と、前記支持体に隣接する少なくとも１層のトナ
ー受容体層とを順に備え、前記少なくとも１層のトナー画像受容体層はポリオレフィンと
ポリアミドの混合物またはブレンド、あるいはポリオレフィンと分岐ポリエステルなどの
ポリエステルとの混合物またはブレンド、あるいはポリオレフィンとポリオレフィンコポ
リマーなどの変性ポリオレフィンとのブレンドを含む。本明細書中で用いる用語「基材」
は、画像形成要素の基礎部分である基体材料、例えば紙、ポリエステル、ビニル、合成紙
、布帛、または画像を観察するための他の適切な材料を指す。本発明で使用する基材は、
画像形成用途で一般的に用いられている任意の基材であることができる。典型的な基材は
、布帛、紙、およびポリマーシートであることができる。この基材は、透明でも不透明で
も、反射性でも非反射性でもよい。本明細書中で用いる場合に、用語「透明」とは、著し
い偏向または吸収なしに輻射線を通過させることができることを意味する。不透明基材と
しては、普通紙、加工紙、合成紙、低密度フォームコア系の基材、および低密度フォーム
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コア系の紙が挙げられる。この基材はまた、Teslin（登録商標）の商品名でペンシルヴァ
ニア州ピッツバーグのPPG Industries, Inc.により販売されているポリエチレンポリマー
含有材料、Tyvek（登録商標）合成紙（DuPont Corp.）、Duraform（登録商標）などの含
浸紙、OPPalyte（登録商標）フィルム類（Mobil Chemical Co.）、および米国特許第５，
２４４，８６１号中に列挙されている他の複合フィルムなどの微孔質材料から構成される
こともできる。透明な基材としては、ガラス、セルロース誘導体、例えばセルロースエス
テル、三酢酸セルロース、二酢酸セルロース、酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セ
ルロースと、ポリエステル類、例えばポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（エチレン
ナフタレート）、ポリ－１，４－シクロヘキサンジメチレンテレフタレート、ポリ（ブチ
レンテレフタレート）、およびこれらのコポリマーと、ポリイミド類と、ポリアミド類と
、ポリカーボナート類と、ポリスチレンと、ポリオレフィン類、例えばポリエチレンまた
はポリプロピレンと、ポリスルホン類と、ポリアクリレート類と、ポリエーテルイミド類
と、これらの混合物とが挙げられる。上記で列挙した紙類には、写真用紙などの高級紙か
ら新聞印刷用紙などの低級紙までの広範囲の紙が含まれる。本発明で使用される基材は、
約５０～約５００μｍの厚さ、好ましくは約７５～３００μｍの厚さを有することができ
る。
【００１９】
　本発明の画像形成用支持体は、任意の枚数の補助層、例えば機能層を含むことができる
。このような補助層には、タイ層（tie layer）または接着促進層、搬送層、バリヤー層
、スプライス層、および紫外線吸収層を挙げることができる。
【００２０】
　画像形成用支持体を形成するために基材上にコーティングされるポリオレフィン樹脂は
、当業界で知られている任意の溶融押出コーティング可能なポリオレフィン材料であるこ
とができる。ポリオレフィン樹脂コーティング用の好適なポリマーとしては、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリメチルペンテン、ポリブチレン、およびこれらの混合物が挙げ
られる。ポリエチレン、プロピレン、およびエチレンのコポリマー類を包含するヘキセン
、ブテン、およびオクテンなどのポリオレフィンコポリマーも有用である。このポリオレ
フィンは、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル類、ポリスルホン類、ポリウ
レタン類、ポリビニル類、ポリカーボナート類、酢酸セルロースやプロピオン酸セルロー
スなどのセルロースエステル類、およびポリアクリレート類などの１または複数種のコポ
リマーと共重合させることもできる。共重合可能なモノマーの特定の例には、ステアリン
酸ビニル、酢酸ビニル、アクリル酸、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリルア
ミド、メタクリル酸、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリルアミド、ブ
タジエン、イソプレン、および塩化ビニルが挙げられる。
【００２１】
　ポリエチレンは、低コストでかつ望ましいコーティング特性を有するので樹脂コート紙
支持体には好ましい。好ましいポリオレフィンは、フィルム形成性でありかつ紙に対して
接着性である。使用可能なポリエチレンとしては、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチ
レン、線状低密度ポリエチレン、およびポリエチレンブレンドを挙げることができる。０
．９０g／cm3～０．９８０g／cm3の範囲の密度を有するポリエチレンが特に好ましい。作
り出される支持体が紙の積層構造物であり、かつ１または複数層の二軸または一軸延伸ポ
リプロピレンフィルムである場合、ポリプロピレンなどのポリオレフィン樹脂を用いるこ
とができる。
【００２２】
　任意の適切な白色顔料、例えば酸化亜鉛、硫酸亜鉛、二酸化ジルコニウム、鉛白、硫酸
鉛、塩化鉛、アルミン酸鉛、フタル酸鉛、三酸化アンチモン、ビスマス白、酸化スズ、マ
ンガン白、タングステン白、およびこれらの組合せなどを支持体上の画像基材のポリオレ
フィン樹脂層中に混ぜることができる。好ましい顔料は、その屈折率の故に二酸化チタン
（ＴｉＯ2）であり、手ごろなコストで優れた特性が得られる。この顔料は、ポリオレフ
ィン中に都合よく分散された任意の形態で用いられる。好ましい顔料はアナタース型二酸
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化チタンである。最も好ましい顔料はルチル型二酸化チタンであり、その理由は、それが
最低のコストで最高の屈折率を有するためである。そのルチルＴｉＯ2の平均顔料径は、
最も好ましくは０．１～０．２６μｍの範囲である。画像形成要素の用途では０．２６μ
ｍを超える顔料は過度に黄色であり、また０．１μｍ未満の顔料はポリマー中に分散させ
た場合、不透明さが十分でない。好ましくは、白色顔料は、そのポリオレフィンコーティ
ングの合計重量を基準にして約７～約５０重量パーセントの範囲で使用すべきである。７
パーセント未満のＴｉＯ2ではその画像システムは不透明さが十分でなくなることになり
、また光学的性質が劣ることになる。５０パーセントを超えるＴｉＯ2ではそのポリマー
ブレンドを製造できない。
【００２３】
　支持体上の画像形成基材に使用されるＴｉＯ2の表面は、無機化合物、例えば水酸化ア
ルミニウム、フッ化物またはフッ化物イオンを有するアルミナ、フッ化物またはフッ化物
イオンを有するシリカ、水酸化ケイ素、二酸化ケイ素、酸化ホウ素、ボリア変性シリカ（
米国特許第４，７８１，７６１号に記載されている）、リン酸塩、酸化亜鉛、またはＺｒ
Ｏ2で処理することができ、また有機処理剤、例えば多価アルコール、多価アミン、金属
セッケン、チタン酸アルキル、ポリシロキサン類、またはシラン類で処理することもでき
る。これらの有機および無機ＴｉＯ2処理剤は、単独または任意の組合せで使用すること
ができる。好ましくはこれら表面処理剤の量は、二酸化チタンの量を基準にして無機処理
剤については０．２～２．０％、また有機処理剤については０．１～１％の範囲である。
これらの処理剤レベルではＴｉＯ2はポリマー中によく分散し、画像形成支持体の製造を
妨げない。
【００２４】
　ポリオレフィン樹脂とＴｉＯ2、および画像形成基材を作り出すために用いられる任意
の他の添加剤は分散剤の存在下で相互に分散させることができる。分散剤の例は、高級脂
肪酸類すなわちパルミチン酸ナトリウム、ステアリン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシ
ウム、ラウリン酸ナトリウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウム、ス
テアリン酸マグネシウム、オクチル酸ジルコニウム、またはステアリン酸亜鉛などの高級
脂肪酸の金属塩、高級脂肪アミド、および高級脂肪酸類である。好ましい分散剤はステア
リン酸ナトリウムであり、最も好ましい分散剤はステアリン酸亜鉛である。これら分散剤
は両方とも樹脂被覆層に優れた白色度を与える。
【００２５】
　さらに、その樹脂被覆支持体には、着色剤、増白剤、帯電防止剤、可塑剤、酸化防止剤
、スリップ剤、潤滑剤、および光安定剤などの様々な添加剤を、また、そのペーパー要素
に殺生物剤を使用することが必要な場合もある。これらの添加剤は、加工中の熱および色
安定性、製造性、ならびに完成品の寿命だけでなく、充填剤および／または着色剤の分散
性を改善するために加えられる。例えば、ポリオレフィンコーティングは、４，４’－ブ
チリデン－ビス（６－tert－ブチル－メタ－クレゾール）、ジ－ラウリル－３，３’－チ
オプロピオナート、Ｎ－ブチル化－ｐ－アミノフェノール、２，６－ジ－tert－ブチル－
ｐ－クレゾール、２，２－ジ－tert－ブチル－４－メチル－フェノール、Ｎ，Ｎ－サリチ
リデン－１，２－ジアミノプロパン、テトラ（２，４－tert－ブチルフェニル）－４，４
’－ジフェニルジホスホニット、オクタデシル３－（３’，５’－ジ－tert－ブチル－４
’－ヒドロキシフェニルポロピオナート）、上記の組合せなどの酸化防止剤、およびステ
アリン酸マグネシウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸アル
ミニウム、パルミチン酸カルシウム、オクチル酸ジルコニウム、ラウリン酸ナトリウムな
どの高級脂肪酸金属塩や、安息香酸ナトリウム、安息香酸カルシウム、安息香酸マグネシ
ウム、安息香酸亜鉛などの安息香酸の塩などの熱安定剤、およびヒンダードアミン光安定
剤（ＨＡＬＳ）（その好ましい例はポリ｛［６［（１，１，３，３－テトラメチルブチル
アミノ｝－１，３，５－トリアジン－４－ピペリジニル）－イミノ］－１，６－ヘキサン
ジイル［｛２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）イミノ］｝（Chimassorb
 944 LD/FL））などの光安定剤を含むことができる。



(7) JP 5086095 B2 2012.11.28

10

20

30

40

50

【００２６】
　好ましい画像形成支持体を製造するために使用されるポリオレフィン樹脂コーティング
としては、逐次または共押出による複数層のコーティングによって達成されるものなどの
多層ポリオレフィン構造を挙げることができる。必要とされる樹脂の数をできるだけ少な
くするには各面上で１～３層からなる構造が好ましい。本発明の一実施形態では、それら
層の少なくとも１層または全層がさらにポリオレフィンを含むことができる。３層構造で
は各側の３層のうちの２層、好ましくは２つの外層が、実質的に類似の組成を有すること
ができる。その中央または基材に隣接した層と外層の厚さの比は、１～８の範囲であり、
５～７が最も好ましい。外層のポリオレフィン樹脂は、必要に応じて顔料および他の添加
剤を含有することができる。
【００２７】
　ペーパー基材をポリオレフィンでコーティングすることは、好ましくは当業界で知られ
ているように熱溶融物からの押出による。本発明は、その支持体の具体的な意図された用
途によって決まる例えば１５０℃～３５０℃の広い押出温度範囲内、および例えば６０ｍ
／秒～４６０ｍ／秒の広い速度範囲内で行うことができる。多くの用途の場合、好ましい
押出温度は３００℃～３３０℃である。
【００２８】
　電子写真プロセスおよびそれらの個々のステップは、多くの書籍および刊行物に詳細に
記載されている。当該プロセスは、光伝導体を帯電し露光することを含む静電画像を生成
させるステップと、帯電した着色粒子（トナー）によりその画像を現像するステップと、
必要に応じて、得られた現像画像をゴム状の柔らかい弾性表面またはゴムブランケットを
有するシリンダーなどの二次的な中間基材に転写させるステップと、次に最終的な基材ま
たは受容体に転写させるステップの基本的なステップを含む。環境安定性および画像品質
を延長する観点から、中間体転写法（intermediate transfer method）がより望ましい。
本発明の最終的な画像受容要素は、トナー粒子を受容するように作られたトナー受容体層
を有する。
【００２９】
　トナー受容体層にトナーパターンを定着することが知られており、受容シート上のトナ
ーは、例えば融着ロールのニップにシートを通すことにより、熱および圧力にさらされる
。トナー受容体層のトナー粒子および熱可塑性ポリマーの両方を、融着ロールの圧力下で
接着し合うのに十分に軟化または溶融させる。トナー受容体層およびトナーの両方が軟化
し融着した場合には、トナーは、熱可塑性トナー受容体層中に少なくとも部分的に埋め込
まれる。自己定着トナーの場合には、残留液体は、空気乾燥または加熱によりペーパーか
ら除去される。溶剤の蒸発によって、これらのトナーは、ペーパーに結合したフィルムを
形成する。熱融着性ポリマーの場合には、熱可塑性ポリマーは粒子の部分として使用され
る。両方を加熱することによって残留液体は除去され、トナーはペーパーに定着される。
融着ステップは、最終画像に熱および圧力を加えることにより達成できる。融着は、彩度
の向上、受容体に対するトナーの接着性の向上、および画像表面テクスチャの改良をもた
らす。融着装置は、シリンダーまたはベルトであることができる。融着装置は、受容体へ
の熱移動の改善を可能にするために、適合性（conformable）表面を与える弾性コーティ
ングを備えることができる。融着装置は、滑らかなまたはテクスチャの付いた表面を有す
ることができる。融着ステップは、転写ステップと組み合わされていてもよい。
【００３０】
　従来の受容シート上にトナー像を形成する際に、融着ロールによるシートへのトナーの
融着および定着によって、トーンの付いた領域、すなわち、画像のいわゆるＤmaxまたは
黒色領域に光沢が生じる。しかしながら、トーンの付いていない領域、いわゆるＤminす
なわち白色部分では光沢は何も形成されない。しかし本発明によれば、トナーを載せる受
像シートに定着ロールのニップ部で熱および圧力を加えると、そのシートの全表面は実質
上均一な光沢を発現する。その得られる電子写真像は、ハロゲン化銀写真プリントの外観
および感触を有する。
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【００３１】
　好ましい態様において、本発明の電子写真的に印刷される画像受容要素に高光沢仕上げ
を付与するために、米国特許第５，８９５，１５３号に記載されているようなベルト融着
装置を使用することができる。ベルトフューザーは、再生装置と分かれていても一体であ
ってもよい。本発明の好ましい態様において、ベルトフューザーは、二次的なステップで
ある。トーンの付いた画像（toned image）は、まず、電子写真的に印刷されるシートを
再生装置内の融着ロールのニップに通し、次いでベルト融着にかけて高光沢仕上げを得る
。ベルト融着装置は、マーキング粒子の画像を支持する受容体部材を融着アセンブリに送
るための入力輸送手段を備える。融着アセンブリは、閉じたループ経路を巡る所定の方向
での移動のために、加熱融着ローラとステアリングローラとの周りを移動する融着ベルト
を備える。融着ベルトは、例えば、薄い金属製または耐熱性プラスチックベルトである。
金属ベルトは、電鋳ニッケル、ステンレススチール、アルミニウム、銅または他のそのよ
うな金属であることができ、ベルトの厚さは約５０．８～１２７ミクロンである。シーム
レスプラスチックベルトは、ポリイミド、ポリプロピレンなどの材料から形成でき、ベル
トの厚さは概して約５０．８～１２７ミクロンである。通常、これらの融着ベルトは、シ
リコーン樹脂、フルオロポリマーなどの剥離性材料の薄い硬質コーティングで被覆される
。かかるコーティングは、典型的には薄く（１～１０ミクロン）、非常に滑らかであり、
光沢がある。かかる融着ベルトは、低光沢またはテクスチャの画像を生じるように、幾ら
かテクスチャの付いた表面を有するように作られていてもよい。
【００３２】
　ベルトフューザーは、加熱融着ローラとニップ関係で配置された圧力ローラを備えるこ
とができる。ステアリングローラの上流側であってステアリングローラに隣接するベルト
走行領域に空気流を向けて、かかる領域を冷却する。冷却作用は、かかる部材が融着ベル
トと接触したままで、マーキング粒子画像を支持する受容体部材の相応の冷却をもたらす
。受容体部材の冷却作用は、圧力ローラに対するマーキング粒子画像のオフセットを実質
的に妨げる機構としての役割を果たす。
【００３３】
　ベルト融着装置は、ベルトトラッキング制御機構と機能上関連付けて取り付けることが
できる。
【００３４】
　本発明の電子写真的に印刷される画像受容要素に、当該技術分野で知られているカレン
ダリング法を用いて、高光沢仕上げを施してもよい。カレンダリングは、本明細書におい
て、印刷装置で好ましくはローラ融着された画像形成された基材を、高度に研磨された金
属ローラー（必要に応じて加熱された）の間に通すことによって、当該基材に圧力を加え
て光沢のある滑らかな表面仕上げを基材に付与するプロセスである。圧力および熱の程度
により光沢の程度を調節する。ローラ融着は必ずしも高度に研磨されたローラを必要とせ
ず、常に高温で行われ、そしてニップ圧力がカレンダリングニップで生じるニップ圧力よ
りも低い点で、カレンダリングはローラ融着とは異なる。
【００３５】
　本明細書中で使用されるトナーは、例えばポリマー（バインダー樹脂）、着色剤、およ
び任意選択の離型剤を含有する。
【００３６】
　前記ポリマーとして、既知のバインダー樹脂を利用できる。具体的には、これらのバイ
ンダー樹脂としては、ポリエステル類、スチレン類、例えばスチレンおよびクロロスチレ
ン；モノオレフィン類、例えばエチレン、プロピレン、ブチレンおよびイソプレン；ビニ
ルエステル類、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、安息香酸ビニル、酪酸ビニル；
α－メチレン脂肪族モノカルボン酸エステル類、例えばアクリル酸メチル、アクリル酸エ
チル、アクリル酸ブチル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸オクチル、アクリル酸フェニ
ル、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸ドデ
シル；ビニルエーテル類、例えばビニルメチルエーテル、ビニルエチルエーテルおよびビ
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ニルブチルエーテル；並びにビニルケトン類、例えばビニルメチルケトン、ビニルヘキシ
ルケトンおよびビニルイソプロペニルケトンなどのホモポリマーおよびコポリマーが挙げ
られる。特に望ましいバインダー樹脂としては、ポリスチレン樹脂、ポリエステル樹脂、
スチレン／アクリル酸アルキルコポリマー、スチレン／メタクリル酸アルキルコポリマー
、スチレン／アクリロニトリルコポリマー、スチレン／ブタジエンコポリマー、スチレン
／無水マレイン酸コポリマー、ポリエチレン樹脂、およびポリプロピレン樹脂などが挙げ
られる。特に望ましいバインダー樹脂としては、さらに、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹
脂、シリコーン樹脂、ポリアミド樹脂、変性ロジン、パラフィン類、ワックス類などが挙
げられる。これらの中でも、スチレン／アクリル樹脂が特に好ましい。
【００３７】
　着色剤としては、既知の着色剤を使用できる。着色剤としては、例えば、カーボンブラ
ック、アニリンブルー（Aniline Blue）、カルコイルブルー（Calcoil Blue）、クロムイ
エロー（Chrome Yellow）、ウルトラマリンブルー（Ultramarine Blue）、デュポンオイ
ルレッド（Du Pont Oil Red）、キノリンイエロー（Quinoline Yellow）、メチレンブル
ークロリド（Methylene Blue Chloride）、フタロシアニンブルー（Phthalocyanine Blue
）、マラカイトグリーンオキサレート（Malachite Green Oxalate）、ランプブラック（L
amp Black）、ローズベンガル（Rose Bengal）、Ｃ．Ｉ．ピグメント・レッド４８：１、
Ｃ．Ｉ．ピグメント・レッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメント・レッド５７：１、Ｃ．Ｉ．ピ
グメント・イエロー９７、Ｃ．Ｉ．ピグメント・イエロー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメント・イ
エロー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメント・ブルー１５：１、Ｃ．Ｉ．ピグメント・ブルー１５：
３などが挙げられる。前記着色剤の含有量は、例えば、２～８質量％である。前記着色剤
の含有量が２質量％以上であると、十分な着色力を得ることができ、８質量％未満である
と、良好な透明性が得られる。
【００３８】
　本発明の受容体で使用されるトナーは、必要に応じて離型剤を含有する。好ましくは、
本明細書中で用いられる離型剤はワックス類である。具体的には、本発明で使用できる離
型剤は、ポリエチレン、ポリプロピレンおよびポリブテンなどの低分子量ポリオレフィン
類；加熱によって軟化することができるシリコーン樹脂類；オレアミド、エルカアミド、
リシノレアミドおよびステアルアミドなどの脂肪酸アミド類；カルナウバワックス、ライ
スワックス、カンデリラワックス、木蝋、およびホホバ油などの植物系ワックス；蜜蝋な
どの動物系ワックス；モンタンワックス、オゾセライト、セレシン、パラフィンワックス
、マイクロワックスおよびフィッシャー－トロプシュワックスなどの鉱物系および石油系
ワックス；これらの変性生成物である。カルナウバワックスまたはカンデリラワックスな
どの高極性を有するワックスエステルを含有するワックスは離型剤として用いることがで
き、トナー粒子表面に露出するワックスの量が大きくなる傾向がある。これに反してポリ
エチレンワックスまたはパラフィンワックスなどの低極性を有するワックスを使用する場
合、トナー粒子表面に露出するワックスの量は小さくなる傾向がある。
【００３９】
　トナー粒子表面に露出する傾向のあるワックスの量とは無関係に３０～１５０℃の範囲
の融点を有するワックスが好ましく、また４０～１４０℃の範囲の融点を有するものがよ
り好ましい。
【００４０】
　このワックスは、トナーを基準にして例えば０．１～１０質量％、より好ましくは０．
５～７質量％である。
【００４１】
　本発明の受容体で使用されるトナーは、添加剤を含有することができる。無機化合物の
微粉末および有機化合物の微粒子を添加剤として用いることができる。無機化合物の微粒
子としては、例えば、ＳｉＯ2 、ＴｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、ＣｕＯ、ＺｎＯ、ＳｎＯ2、Ｆｅ2

Ｏ3、ＭｇＯ、ＢａＯ、ＣａＯ、Ｋ2Ｏ、Ｎａ2Ｏ、ＺｒＯ2、ＣａＯ・ＳｉＯ2、Ｋ2Ｏ・（
ＴｉＯ2）ｎ、Ａｌ2Ｏ3・２ＳｉＯ2、ＣａＣＯ3、ＭｇＣＯ3、ＢａＳＯ4、ＭｇＳＯ4の微
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粒子が挙げられる。有機化合物の微粒子は、脂肪酸およびそれらの誘導体ならびにそれら
金属塩の微粒子や、フッ素樹脂、ポリエチレン樹脂およびアクリル樹脂等の樹脂の微粒子
が挙げられる。
【００４２】
　本発明において使用されるトナーの平均粒径は、例えば３～１５マイクロメートル、好
ましくは４～１０マイクロメートルである。１５０℃におけるトナー自体の貯蔵弾性率Ｇ
’（角周波数１０ｒａｄ／秒において求められる）は良好な融着の場合、好ましくは１０
～２００Ｐａの範囲である。
【００４３】
　本発明の画像受容体要素は、ポリオレフィン樹脂でコーティングされた上記支持体の両
面にコーティングされたポリマーを含有するトナー受容体層をさらに備える。前述のトナ
ー受容体層は、転写ステップにおいて電気（静電気）、圧力などにより現像ドラムまたは
中間転写媒体から画像形成トナーを受容し、定着ステップにおいて熱および／または圧力
により画像を定着する機能を有する。さらに、トナー受容体層は、要素の全表面が本発明
の融着ステップの後、特にベルト融着ステップの後に、実質的に均一な光沢を生じさせる
ことを可能にする。得られる電子写真画像は、ハロゲン化銀写真プリントの外観および感
じを有する。これは市販の標準的なペーパーでは可能ではない。なぜなら、融着ステップ
の間に熱可塑性樹脂が画像領域のみに存在して、高い光沢の差と、加熱ベルトに対するプ
リントの様々な領域の密着領域に差があることによりベルト融着の困難さをもたらす。
【００４４】
　本発明のトナー受容体層は一般的に５～５０ｇ／ｍ2の乾燥被覆量を有し、または最小
の光沢差および画像レリーフを達成するための好ましい実施形態では８～３５g／m2の乾
燥被覆量を有する。
【００４５】
　本発明のトナー受容体層は、トナー受容体層に転写されるその熱可塑性トナーに近いガ
ラス転移温度すなわちＴgまたは融点すなわちＴmを有する熱可塑性ポリマー、またはポリ
マー類の熱可塑性ブレンド、またはポリマー類の熱可塑性ブレンドの成分を含む。このト
ナー受容体層またはトナー受容体層の成分のＴgは、そのトナーのＴgから２５℃の範囲内
、好ましくはそのトナーのＴgから１５℃の範囲内にあるべきである。そのトナー受容体
層の樹脂成分のみがそのトナーのＴgに近いＴgを有する場合には、そのトナー受容体層の
ポリマーマトリックスの残りは、好ましくはかなり低いＴgを有するが半結晶性ポリマー
であるべきである。このようなケースではそのトナー受容体層の好ましいポリマーマトリ
ックスはポリオレフィンである。その結果、そのトナーを熱および圧力によって受像層に
固定するとき、多くの場合そのトナーと受像層の両方が軟化または溶融する。これはその
層へのトナーの付着に寄与し、かつ画像のトーンの付いた（Ｄmax）領域およびトーンの
付いていない（Ｄmin）領域の両方で高光沢を達成して人目につかない光沢差をもたらす
のに寄与する。高光沢および低い光沢差は、得られるプリントに写真品質の外観および感
触を与える。
【００４６】
　トナー受容体層に用いることができる材料としては、その定着温度で変形することがで
き、またトナーを受容し融着後に均一な光沢をもたらすことができる熱可塑性ポリマー、
あるいは熱可塑性ポリマー類のブレンドまたは混合物が挙げられる。このブレンドは混和
性ブレンドでも非混和性ブレンドでもよい。このトナー受容体層の樹脂成分のＴgは５℃
未満であることが好ましく、またより好ましくは－１５℃未満、最も好ましくは－３０℃
未満である。またこのトナー受容体層の少なくとも１種類の樹脂成分は４０℃～１００℃
の間、好ましくは４０℃～８５℃の間のＴgを有するか、または４０℃～１００℃の間、
好ましくは４０℃～８５℃の間の融点（Ｔm）を有することが好ましい。より好ましくは
そのトナー受容体層の樹脂成分のＴgまたはそのトナー受容体層の樹脂成分のＴmは、その
トナーのＴgから１５℃の範囲内にある。ポリマーブレンドを製造する場合、分散相と連
続相が存在する。これ以降、本発明に関してはこの連続相をマトリックスポリマーと呼ぶ
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。好ましいケースではこのマトリックスポリマーは、ポリエステルまたはポリオレフィン
である。より好ましくはこのマトリックスポリマーはポリオレフィンであり、最も好まし
くはこのポリオレフィンはポリエチレンである。ポリエチレンの中では低密度ポリエチレ
ンが最も好ましい。支持体に対するトナー受容体層の良好な密着性を得るためのマトリッ
クス樹脂の選択は、その支持体の選択によって決まる。一つの好ましい支持体は未加工の
紙基材である。下塗り層または連結層なしに紙との優れた接着を得るために、紙と接着す
る好ましいポリマーは、ポリオレフィン、より好ましくはポリエチレンである。ポリエチ
レンがそのトナー受容体層中のマトリックスポリマーである場合、そのＴgは５℃未満で
あることはよく知られている。それは－１０℃未満である（Polymer Handbook, J. Brand
rup, E. H. Immergut, 第３版、第 V/195頁）。ポリプロピレンがマトリックスポリマー
である場合、そのＴgも５℃未満である。
【００４７】
　トナー受容体層用の本発明のポリマーブレンドは触れても粘着せず、さらにブロッキン
グを起こさないように設計される。粘着力とは、恒久的には結合されない２つの物体を分
離するのに必要なエネルギーとして定義される（Science, vol. 285, 第1219～1220頁）
。本発明において作られるトナー受容部材は低粘着性を有する。トナー受容部材が高粘着
性を有する場合、それが張力下で巻き取られる主ロール上での部材の様々な層のブロッキ
ングをひき起こし、またそれが連に束ねられた部材の様々な層のブロッキングをひき起こ
す結果、個々のシートの送りに支障をもたらす。粘着性のないように、かつ基材とトナー
受容体層の優れた接着と、トナーとトナー受容体層の優れた接着とを得るように最適化す
るためにブレンド成分の体積分率を調整する。具体的には非混和性ポリマーブレンドにつ
いてはそのトナー受容体層のポリマーブレンド組成は、
【００４８】
【数１】

【００４９】
の条件を満たす。式中、φ1はマトリックスポリマー（連続相）の体積分率であり、また
φ2は分散相（マトリックス中にブレンドされる熱可塑性ポリマー）の体積分率である。
η1およびη2は、それぞれマトリックスポリマーおよび分散相の溶融粘度である。ポリマ
ーブレンドの文献中でよく知られているように相溶化剤を加えて、さらにポリマーブレン
ドの特性を高めるだけでなく分散相の大きさを制御することができる。相溶化剤の選択は
、分散相の選択によって決まることになる。幾つかの好ましい相溶化剤は、変性または官
能基付ポリオレフィンである。上記式によって記述される体積分率の比に関してこの制約
条件を満たす本発明の幾つかの好ましい組成は、その分散相の重量パーセントが3％～50
％、より好ましくは5％～30％の間にあるはずのものである。
【００５０】
　このトナー受容体層中の分散相の場合、本発明で使用される熱可塑性ポリマー、すなわ
ちポリオレフィンコポリマー、アミド含有ポリマー、およびエステル含有ポリマーとして
は、例えばポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリアミド樹脂、ポリ尿素樹脂、ポリ
スルホン樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリ塩化ビニリデン樹脂、塩化ビニル／酢酸ビニル
コポリマー樹脂、塩化ビニル／プロピオン酸ビニルコポリマー樹脂、ポリビニルブチラー
ルなどのポリオール樹脂；エチルセルロース樹脂および酢酸セルロース樹脂などのセルロ
ース樹脂；ポリカプロラクトン樹脂、スチレン／無水マレイン酸樹脂、ポリアクリロニト
リル樹脂、ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂およびフェノール系樹脂、ポリエチレン樹脂
およびポリプロピレン樹脂などのポリオレフィン樹脂；エチレンまたはプロピレンなどの



(12) JP 5086095 B2 2012.11.28

10

20

30

40

オレフィンと別のビニルモノマーとからなるコポリマー樹脂；アクリル系樹脂、ポリスチ
レン樹脂、スチレン／アクリル酸ブチルコポリマー、並びにこれらの混合物とが挙げられ
る。これら熱可塑性樹脂は、好ましくはポリエステルと、アクリル系樹脂と、スチレン系
樹脂と、スチレン／アクリル酸エステルコポリマー、スチレン／メタクリル酸エステルコ
ポリマーなどのスチレンコポリマーと、これらの混合物である。多くの場合、上記樹脂お
よびコポリマーはトナー形成用に用いられるので、そのトナー画像受容層中に含まれる熱
可塑性ポリマーは、好ましくはそれら樹脂およびコポリマーと同じグループに属する。
【００５１】
　好ましい実施形態において、本発明は、ポリエステルを含有し、そのポリエステルが分
散相であるポリマーブレンドまたは混合物からなるトナー受容体層に関する。好ましくは
そのポリエステルは、（ａ）二塩基酸誘導単位とジオール誘導単位の繰返しであって、そ
の二塩基酸誘導単位の少なくとも５０モル％が、４～１０個の環炭素原子を含む脂環式環
を含有するジカルボン酸誘導単位を含み、この環がその対応するジカルボン酸の各カルボ
キシル基の炭素原子２個以内であり、（ｂ）そのジオール誘導単位の２５～７５モル％が
、その対応するジオールの各ヒドロキシル基に直接隣接していない芳香環か、または脂環
式環を含有し、かつ（ｃ）このポリエステルのジオール誘導単位の２５～７５モル％が、
４～１０個の環炭素原子を含む脂環式環を含有することを含む。
【００５２】
　本発明のトナー受容体層組成物において用いられるポリエステルポリマーは、脂環式二
塩基酸（Ｑ）と、ジオール（Ｌ）および（Ｐ）とから誘導される反復単位を基本とする縮
合型ポリエステルである。ただし（Ｑ）は、各カルボキシル基がその脂環式環の炭素原子
２個（好ましくは脂環式環に直接隣接した炭素原子２個）以内である１または複数個の脂
環式環含有二塩基酸単位を表し、また（Ｌ）は、それぞれが各ヒドロキシル基に直接隣接
していない（好ましくは各ヒドロキシル基から炭素原子１個～約４個離れた）少なくとも
１個の芳香環か、または水酸基に隣接していてもよい脂環式環を含有する１または複数個
のジオール単位を表す。
【００５３】
　本発明の目的上、用語「二塩基酸誘導単位」および「ジカルボン酸誘導単位」、あるい
は「ジカルボン酸」および「二酸」は、カルボン酸自体から誘導される単位だけでなく、
それぞれの場合にその同じ反復単位が、その得られたポリマー中でも得られるような酸塩
化物、酸無水物、およびこれら酸のエステルなどのそれらの均等物から誘導される単位も
定義することを意図している。その対応する二塩基酸の各脂環式環はまた任意選択で、例
えば１または複数個のＣ1～Ｃ4アルキル基で置換することもできる。またこれらジオール
のそれぞれも、任意選択でその芳香環または脂環式環上で、例えばＣ1～Ｃ6のアルキル、
アルコキシ、またはハロゲンによって置換することができる。ポリオール（２個以上のＯ
ＨまたはＯＨ誘導基を有するすべての化合物、ジオール、トリオールなどを含めた）に関
してその成分の合計モル割合は１００モル％に等しい。同様に酸成分（２個以上の酸また
は酸誘導基を有するすべての化合物／単位を含めた）に関してその成分の合計モル割合は
１００モル％に等しい。
【００５４】
　本発明の好ましい実施形態においてトナー受容体層のポリエステルは、４～１０個の環
状炭素原子を含有するジカルボン酸誘導単位およびジオール誘導単位の両方に脂環式環を
含む。特に好ましい実施形態ではこの脂環式環は６個の環状炭素原子を含有する。
【００５５】
　このような脂環式ジカルボン酸単位（Ｑ）は、例えば下記の構造式により表される。
【００５６】
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【００５７】
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【化２】

【００５８】
　芳香族ジオール（Ｌ）は、例えば下記の構造式により表される。
【００５９】
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【化３】

【００６０】
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【化４】

【００６１】
　脂環式ジオール（Ｐ）は、例えば下記の構造式により表される。
【００６２】

【化５】

【００６３】
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【化６】

【００６４】
　押出可能なポリエステルの場合、モノマーを使用する（３個以上の官能基を有する二酸
および／またはジオール、好ましくはもう１個の多官能性ポリオール（Ｎ）か、あるいは
分岐を与えることができるポリ酸およびそれらの誘導体（Ｏ）のいずれかのための置換基
として）のが有利であることが分かった。多官能性ポリオールには、例えばグリセリン、
１，１，１－トリメチロールエタン、１，１，１－トリメチロールプロパン、またはこれ
らの組合せが挙げられる。３個以上のカルボン酸基を有するポリ酸（エステルまたはそれ
らの酸無水物誘導体を含めた）には、例えばトリメリト酸、トリメシン酸、１，２，５－
、２，３，６－、または１，８，４－ナフタレントリカルボン酸無水物、３，４，４’－
ジフェニルトリカルボン酸無水物、３，４，４’－ジフェニルメタントリカルボン酸無水
物、３，４，４’－ジフェニルエーテルトリカルボン酸無水物、３，４，４’－ベンゾフ
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ェノントリカルボン酸無水物、およびこれらの誘導体が挙げられる。多官能性のポリオー
ルまたは酸無水物には、例えば、例えば下記の構造により表される化合物が挙げられる。
【００６５】
【化７】

【００６６】

【化８】

【００６７】
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　芳香族二酸または酸無水物の混入により導入される少量の芳香族化合物は任意であり、
それらが画像形成後の乾燥密度を低下させる傾向があるために好ましくない。例には、こ
れらには限定されないがテレフタル酸（Ｓ１）およびイソテレフタル酸（Ｓ２）が挙げら
れる。
【００６８】
　付加的な二酸ＲおよびジオールＭを、例えばそのポリマーのＴg、溶解度、接着などを
正確に調整するために加えることができる。付加的な二酸コモノマーは、Ｑの環状構造を
有することもでき、または直鎖脂肪族単位であることもでき、またはある程度まで芳香族
であることもできる。付加的なジオールモノマーは脂肪族または芳香族構造を有すること
ができるが、好ましくはフェノール系ではない。
【００６９】
　Ｒに適したモノマーの幾つかの例としては、
Ｒ１：　ＨＯ2Ｃ（ＣＨ2）2ＣＯ2Ｈ
Ｒ２：　ＨＯ2Ｃ（ＣＨ2）4ＣＯ2Ｈ
Ｒ３：　ＨＯ2Ｃ（ＣＨ2）7ＣＯ2Ｈ
Ｒ４：　ＨＯ2Ｃ（ＣＨ2）10ＣＯ2Ｈ
などの二塩基性脂肪酸が挙げられる。
【００７０】
　Ｍに適した幾つかの他のモノマーの幾つかの例としては、
Ｍ１：　ＨＯＣＨ2ＣＨ2ＯＨ
Ｍ２：　ＨＯ（ＣＨ2）3ＯＨ
Ｍ３：　ＨＯ（ＣＨ2）4ＯＨ
Ｍ４：　ＨＯ（ＣＨ2）9ＯＨ
Ｍ５：　ＨＯＣＨ2Ｃ（ＣＨ3）2ＣＨ2ＯＨ
Ｍ６：　（ＨＯＣＨ2ＣＨ2）2Ｏ
Ｍ７：　ＨＯ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ（ただしｎ＝２～５０）
などのジオールが挙げられる。
【００７１】
　上記モノマーを共重合させて、
【００７２】
【化９】

【００７３】
（式中、ｏ＋ｑ＋ｒ＋ｓ＝１００モルパーセント（二酸成分を基準にして）、またｐ＋ｍ
＋ｎ＋ｌ＝１００モルパーセント（ポリオール成分を基準にして））
などの構造を生成させることができる。この二酸に関しては、好ましくはｑは少なくとも
５０モルパーセントであり、ｒは４０モルパーセント未満であり、またｓは１０モルパー
セント未満である。このポリオールに関しては、好ましくはｐは２５～７５モルパーセン
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この多官能性モノマー（３個以上の官能基を有する）に関しては、ｎとｏの合計量は、好
ましくは０．１～１０モルパーセント、好ましくは１～５モルパーセントである。
【００７４】
　本発明のトナー受容体層に使用されるポリエステルは、比較的少量の場合を除いて、好
ましくはテレフタル酸エステルまたはイソテレフタル酸エステルなどの芳香族二酸を含有
しない。
【００７５】
　これら例示したモノマーの反復単位からなる下記のポリエステルポリマーＥ－１からＥ
－１４は、本発明のトナー受容体層に使用可能なポリエステルポリマーの例である。
【００７６】
　Ｅ－１からＥ－３は、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサン
ジメタノール、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノール－Ａ、および２
－エチル－２－（ヒドロキシメチル）－１，３－プロパンジオールから誘導されたと考え
られるポリマー。
【００７７】
【化１０】

【００７８】
　Ｅ－４からＥ－６は、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサン
ジメタノール、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノール－Ａ、およびグ
リコールから誘導されたと考えられるポリマー。
【００７９】
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【化１１】

【００８０】
　Ｅ－７からＥ－８は、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサン
ジメタノール、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノール－Ａ、およびペ
ンタエリトリトールから誘導されたと考えられるポリマー。
【００８１】
【化１２】

【００８２】
　Ｅ－９からＥ－１１は、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、トリメリト酸無水物、
１，４－シクロヘキサンジメタノール、および４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）
ビスフェノール－Ａから誘導されたと考えられるポリマー。
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【００８３】
【化１３】

【００８４】
　Ｅ－１２からＥ－１４は、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、ピロメリト酸無水物
、１，４－シクロヘキサンジメタノール、および４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル
）ビスフェノール－Ａから誘導されたと考えられるポリマー。
【００８５】
【化１４】

【００８６】
　表１に、本発明の好ましい実施形態においてトナー受容体層中のバインダーとして使用
される様々なポリエステルをまとめた。
【００８７】
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【表１】

【００８８】
　トナー受容体層に使用される分岐ポリエステル組成物の合成に関する下記実施例は本発
明を代表するものであり、他の分岐ポリエステルも同じように調製することができ、また
当業界で知られている他の方法によって調製することもできる。
【００８９】
　ポリエステルＥ－３（上記の本発明を実施するための最良の形態のなかで示した構造式
を有する）を、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸と、１，４－シクロヘキサンジメタ
ノール、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノール－Ａ、および２－エチ
ル－２－（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオールのシス：トランス混合物とのシ
ス：トランス７０：３０混合物から得た。
【００９０】
　下記量の反応物、すなわち１，４－シクロヘキサンジカルボン酸（８６．０９ｇ、０．
５０モル）、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノール－Ａ（７９．１ｇ
、０．２５モル）、１，４－シクロヘキサンジメタノール（３３．９ｇ、０．２３５モル
）、２－エチル－２－（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオール（２．０ｇ、０．
０１５モル）、酸化モノブチルスズ水和物（０．５ｇ）、およびCiba Specialty Chemica
lsから入手できるIrganox（登録商標）１０１０（ペンタエリトリチルテトラキス（３，
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ－シンナマート））（０．１ｇ）を、
３８ｃｍヘッドを備えた単首枝付きの５００ｍＬ反応器に装入し、窒素でパージした。こ
のフラスコを塩浴中で２２０℃に加熱し、メタノール蒸留用の窒素を連続的にフラッシュ
した。２時間後に計算量のメタノールが蒸留され、温度を３０分間、２４０℃に上げた。
リン酸トリオクチル（７滴）を加え、この温度で反応を１時間半続けた後、温度を２７５
℃に上げた。
【００９１】
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　フラスコを機械攪拌および真空排気用に変更した。圧力を１５分かけて０．４５mmHgま
でゆっくり下げて過剰のグリコールを蒸留させた。反応の進行は、２００ＲＰＭの一定ト
ルクを維持するのに必要なミリボルト数（ｍＶ）を測定することによって監視した。反応
は１９０ｍＶに達したとき終了した。フラスコを室温まで冷却し、水ですすいで塩を反応
フラスコから取り出し、次いで砕いてポリマーを取り出した。このポリマーを液体窒素中
で冷却し、１／２インチの大きさに砕き、ウィリーミル（Wiley Mill）中で摩砕した。こ
のポリマーのＴgは５４．１℃であり、またサイズ排除クロマトグラフィーによる分子量
は７７，６００であった。
【００９２】
　ポリエステルＥ－２（上記の本発明を実施するための最良の形態のなかで示した構造式
を有する）を、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸と、１，４－シクロヘキサンジメタ
ノール、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノール－Ａ、および２－エチ
ル－２－（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオールのシス：トランス混合物とのシ
ス：トランス７０：３０混合物から得た。
【００９３】
　下記量の反応物、すなわちシス／トランス１，４－シクロヘキサンジカルボン酸１５７
．２７ｋｇ（９１３．３８モル）、４，４’－ビス（２－ヒドロキシエチル）ビスフェノ
ール－Ａの１４４．４９ｋｇ（４５６．６９モル）、２－エチル－２－（ヒドロキシメチ
ル）１，３－プロパンジオール２．４５ｋｇ（１８．２７モル）、シス／トランス１，４
－シクロヘキサンジメタノール６５．１２ｋｇ（４５１．５８モル）、Ciba Specialty C
hemicalsから入手できるIrganox（登録商標）1010（ペンタエリトリチルテトラキス（３
，　５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ－シンナマート））３３５ｇ、お
よびブチルスズ酸８２．５１ｇを、窒素でパージした１５０ガロン反応器に装入した。窒
素パージ下でこの反応器を２７５℃に加熱し、そこで２時間維持した。さらに２時間後に
内部温度は２７３℃に達した。この時点でトラップを排出し、排出量を記録した。反応器
圧力を毎分１０mmHgで２mmHgまで下げた。圧力が３０mmHgを通過するとき、８５％リン酸
６２．３ｇ、１，４－シクロヘキサンジメタノール３９２．８ｇ、およびメタノール１６
８．３ｇの溶液を反応器中に引き入れた。２mmHgで６時間半の後、反応が完結した。ポリ
マーを反応器からトレー上に押出し、夜通し放置して冷却させた後、凝固したポリエステ
ルを１／４インチのスクリーンを通して摩砕した。このポリエステルのＴgは５６．９℃
であった。Ｍwは１２９，０００であり、また分子量分布（ＭＷＤ）は１０．７であった
。
【００９４】
　本発明においてトナー受容体層に有用なポリエステルは、好ましくは約４０℃～約１０
０℃のＴgを有する。本発明の好ましい実施形態ではポリエステルの数分子量は約５，０
００～約２５０，０００、より好ましくは１０，０００～１００，０００である。これら
の分岐ポリエステルの重量平均分子量（Ｍw）は８０，０００～２５０，０００である。
分岐ポリエステルの好ましい重量平均分子量は１０５，０００～１３０，０００である。
これらポリエステルのＭwと数平均分子量（Ｍn）の比として定義される分子量分布（ＭＷ
Ｄ）は６～１５である。好ましいＭＷＤは８～１２である。これら樹脂の１秒-1のせん断
速度での２００℃における溶融粘度は、５７０Ｐａ・秒～３，５００Ｐａ・秒の範囲内に
ある。これら分岐ポリエステルの溶融強度はRheotens、すなわちGottfertにより提供され
る溶融張力装置を用いて測定した。溶融強度の特徴を調べるにはRheotensに似た他の装置
もまた用いることができる。この試験は、溶融延伸工程中にその樹脂が与える抵抗を定量
化する。その樹脂の溶融張力または溶融強度は、ダイから押出されたポリマーのストラン
ドを２個の逆回転するホイールの間で延伸することによって求められる。これらホイール
の回転周波数は予めセットされた加速度で増加され、この結果、ポリマーストランドの延
伸が生じる。延伸工程中に単位センチニュートン（ｃＮ）で測定される引張力を、そのポ
リマーストランドが破壊するまで連続的に記録する。ストランドが破壊するまでに得られ
る最大の力は、その特定の温度におけるそのポリマーの溶融張力または溶融強度として知
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られる。上記手順は、Society of Plastics engineers ANTEC 1990の会議論文（７１８頁
）中のM. B. BradleyおよびE. M. Phillipsの記載のように行うことができる。
【００９５】
　この場合、これらの測定には長さ３０ｍｍ、直径２ｍｍの寸法のキャピラリーダイを、
空隙（ダイと第１ニップの間の間隔）を１００ｍｍに保って使用した。２００℃における
これら分岐ポリエステルの溶融強度は５ｃＮを超える。２００℃におけるこれら分岐ポリ
エステルの好ましい溶融強度は７ｃＮを超える。分岐剤の量および分岐剤の種類を変える
ことによって分岐ポリエステルの溶融強度を調節することができる。分岐剤の好ましい量
は０．１重量％を超える。分岐剤の好ましい範囲は０．５重量％～３重量％である。
【００９６】
　別の好ましい実施形態では本発明は、ポリオレフィン、好ましくはポリエチレンのコポ
リマーのポリマーブレンドまたは混合物からなるトナー受容体層に向けられる。本発明に
とって興味のあるポリエチレンのコポリマーは、エチレン－アクリル酸メチルコポリマー
（ＥＭＡ）、エチレンとメタクリル酸グリシジルエステルのコポリマー（ＥＧＭＡ）、エ
チレンとアクリル酸メチルとメタクリル酸グリシジルエステルのターポリマー（ＥＭＡＧ
ＭＡ）、エチレンとアクリル酸ブチルと無水マレイン酸のターポリマー（ＥＢＡＭＡＨ）
、エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、エチレン－メタクリル酸コポリマー（Ｅ
ＭＡＡ）、エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）である。使用されるコポリマーの
重量分率は５重量％～５０重量％の間、好ましくは５重量％～３０重量％の間である。ト
ナー受容体層を作り出すために本発明において用いられるコポリマーの重量分率は、粘着
のないように、また基材に対するトナー受容体層の優れた接着およびトナーに対するトナ
ー受容体層の優れた接着を得るように選択され、最適化される。本発明のトナー受容体層
用ポリマーの別の好適な一組は、好ましくは分散相であるポリアミドのポリマーブレンド
または混合物に向けられる。このポリアミドは、ナイロン－６、ナイロン－１１、ナイロ
ン－１２、ナイロン－６６、ナイロン－６１０、ＭＸＤ６などの系列に属することができ
る。ポリアミドの体積分率は、トナー受容体層を作り出す場合の非混和性ブレンドの条件
を満たすように選択される。好ましいポリアミドはナイロン－６である。
【００９７】
　ポリマー以外にトナー受容体層は、任意の適切な白色顔料、例えば酸化亜鉛、硫化亜鉛
、二酸化ジルコニウム、鉛白、硫酸鉛、塩化鉛、アルミン酸鉛、フタル酸鉛、二酸化アン
チモン、ビスマス白、酸化スズ、マンガン白、タングステン白、およびこれらの組合せな
どを含有する。好ましい顔料は、その高屈折率ゆえに二酸化チタン（ＴｉＯ2）であり、
妥当なコストで優れた光学的性質を与える。顔料は、ポリオレフィン内に都合よく分散さ
れる任意の形態で使用される。好ましい顔料はアナタース酸化チタンである。最も好まし
い顔料は、最低のコストで最高の屈折率を有するゆえにルチル酸化チタンである。ルチル
ＴｉＯ2の平均顔料径は、最も好ましくは０．１～０．２６μｍの範囲である。０．２６
μｍを超える顔料は画像要素用途にとってあまりにも黄色すぎ、また０．１μｍ未満の顔
料はポリマー中に分散した場合に不透明さが十分でない。好ましくは白色顔料は、ポリオ
レフィンコーティングの合計重量を基準にして約７～約５０重量パーセントの範囲内で使
用すべきである。７パーセント未満のＴｉＯ2ではその画像システムは不透明さが十分で
なくなり、また光学的性質が劣ることになる。５０パーセントを超えるＴｉＯ2ではポリ
マーブレンドを製造できない。
【００９８】
　ＴｉＯ2の表面を、水酸化アルミニウム、フッ化化合物またはフッ化物イオンを含むア
ルミナ、フッ化化合物またはフッ化物イオンを含むシリカ、水酸化ケイ素、二酸化ケイ素
、酸化ホウ素、ボリア変性シリカ（米国特許第４，７８１，７６１号に記載されている）
、リン酸塩、酸化亜鉛、あるいはＺｒＯ2などの無機化合物で処理することができ、また
多価アルコール、多価アミン、金属セッケン、チタン酸アルキル、ポリシロキサン類、ま
たはシラン類などの有機処理剤で処理することもできる。これらの有機および無機ＴｉＯ

2処理剤は、単独で使用することも、また任意の組合せで使用することもできる。これら
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表面処理剤の量は、その二酸化チタンの重量に対して好ましくは無機処理剤については０
．２～２．０％、また有機処理剤については０．１～１％の範囲内である。これらの処理
レベルではＴｉＯ2はポリマー中によく分散し、画像用支持体の製造を妨げない。
【００９９】
　トナー受容体層用のポリオレフィン樹脂、ＴｉＯ2、および任意選択の他の添加剤は、
分散剤の存在下で互いに混ぜ合わせることができる。分散剤の例は、高級脂肪酸のパルミ
チン酸ナトリウム、ステアリン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシウム、ラウリン酸ナト
リウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸マグネシウ
ム、オクチル酸ジルコニウム、またはステアリン酸亜鉛などの高級脂肪酸の金属塩、高級
脂肪アミド、および高級脂肪酸である。好ましい分散剤はステアリン酸ナトリウムであり
、最も好ましい分散剤はステアリン酸亜鉛である。これら分散剤は両方とも樹脂被覆層に
優れた白色度を与える。
【０１００】
　さらに、樹脂被覆支持体中に着色剤、増白剤、帯電防止剤、可塑剤、酸化防止剤、スリ
ップ剤、滑剤または光安定剤などの様々な添加剤を使用すること、また、ペーパー要素中
に殺生物剤を使用することが必要な場合もある。これらの添加剤は、加工中の熱および色
安定性、製造しやすさ、完成品の寿命を改善するためだけでなく、なかでも充填剤および
／または着色剤の分散性を改善するために加えられる。例えばトナー受容体層コーティン
グは、４，４’－ブチリデン－ビス（６－tert－ブチル－メタ－クレゾール）、ジ－ラウ
リル－３，３’－チオプロピオナート、Ｎ－ブチル化－ｐ－アミノフェノール、２，６－
ジ－tert－ブチル－ｐ－クレゾール、２，２－ジ－tert－ブチル－４－メチル－フェノー
ル、Ｎ，Ｎ－ジサリチリデン－１，２－ジアミノプロパン、テトラ（２，４－tert－ブチ
ルフェニル）－４，４’－ジフェニルジホスホニット、オクタデシル３－（３’，５’－
ジ－tert－ブチル－４’－ヒドロキシフェニルプロピオナート、上記の組合せなどの酸化
防止剤と、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸亜鉛、ス
テアリン酸アルミニウム、パルミチン酸カルシウム、オクチル酸ジルコニウム、ラウリン
酸ナトリウムなどの高級脂肪酸金属塩、ならびに安息香酸ナトリウム、安息香酸カルシウ
ム、安息香酸マグネシウム、および安息香酸亜鉛などの安息香酸の塩類などの熱安定剤と
、その好ましい例がポリ｛［６－［（１，１，３，３－テトラメチルブチルアミノ｝－１
，３，５－トリアジン－４－ピペリジニル）－イミノ］－１，６－ヘキサンジイル［｛２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）イミノ］｝（Chimassorb 944 LD/FL）
であるヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）などの光安定剤とを含有することができる
。
【０１０１】
　本発明のトナー受容体層はまた、好ましくはフューザーオイル吸収剤を含有する。フュ
ーザーオイル吸収剤としては吸着剤および吸収剤が挙げられ、これらは任意の適切な材料
であることができる。フューザーオイル吸収剤は、それらが過剰なフューザーオイルを捕
捉することを可能にする特有の物理的および化学的性質を有する。収着剤は、有機物であ
っても無機物であってもよく、合成物であってもよい。かかる材料の典型的なものはクレ
イ、タルク、ガラスウール、シリカ、ピートモス、合成繊維、例えばナイロン、プラスチ
ック吸着剤微小球などである。好ましい材料はクレイおよびタルクである。なぜなら、ク
レイおよびタルクは、トナー受容体層用のコーティング分散体中に容易に配合できるとい
う点で容易に利用でき、高い明度で得ることができ、安価であるというためである。フュ
ーザーオイル吸収剤は、トナー受容体層の０．１重量％を超える量、好ましくは層の２～
１５重量％で存在する。層中の無機添加剤の量もまた、支持体が紙の場合のその支持体の
モトルのレベルと、特にベルト融着後の画像形成された要素における光沢のレベルとを制
御するために用いることができる。本発明において使用できるクレイは、好ましくは８８
％を超すＧＥ明度を有し、当該フューザーオイル吸収剤としては、ナノクレイを包含する
様々な変性および未変性クレイが挙げられる。明るさは、４５７ｎｍの有効波長において
測定される試料の反射青色光の百分率である。ＧＥ明度は、４５度の角度で紙面を照らす
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ために基本的に平行な光束を利用した方向性をもつ明るさの測定値である。
【０１０２】
　本発明のトナー受容体層に適したクレイ材料としては、フィロシリケート類（ｐｈｙｌ
ｌｏｓｉｌｉｃａｔｅｓ）、例えば、モンモリロナイト（ｍｏｎｔｍｏｒｉｌｌｏｎｉｔ
ｅ）、特にナトリウムモンモリロナイト、マグネシウムモンモリロナイト及び／又はカル
シウムモンモリロナイト、ノントロナイト（ｎｏｎｔｒｏｎｉｔｅ）、バイデライト（ｂ
ｅｉｄｅｌｌｉｔｅ）、ボルコンスコアイト（ｖｏｌｋｏｎｓｋｏｉｔｅ）、ヘクトライ
ト（ｈｅｃｔｏｒｉｔｅ）、サポナイト（ｓａｐｏｎｉｔｅ）、ソーコナイト（ｓａｕｃ
ｏｎｉｔｅ）、ソボカイト（ｓｏｂｏｃｋｉｔｅ）、スティーブンサイト（ｓｔｅｖｅｎ
ｓｉｔｅ）、スビンフォルダイト（ｓｖｉｎｆｏｒｄｉｔｅ）、バーミキュライト（ｖｅ
ｒｍｉｃｕｌｉｔｅ）、マガディアイト（ｍａｇａｄｉｉｔｅ）、ケニヤアイト（ｋｅｎ
ｙａｉｔｅ）、タルク（ｔａｌｃ）、マイカ（ｍｉｃａ）、カオリナイト（ｋａｏｌｉｎ
ｉｔｅ）（カオリンまたはチャイナクレイ）、及びこれらの混合物が挙げられる。好まし
いクレイは、他の薬剤、通常は有機イオン又は分子が、層状材料にインターカレート及び
／又は層状材料を膨潤させて無機相の望ましい分散体を生じるものである。前述のクレイ
は天然物であっても合成物であってもよく、例えば合成スメクタイトクレイであることが
できる。本発明の場合に、分散した形態にあるクレイ粒子は、好ましくは、その粒子の９
０％超が２マイクロメートル以下であるという粒子サイズを有する。
【０１０３】
　本発明のトナー受容体層中で用いる場合、クレイはオルガノクレイであることができる
。オルガノクレイは官能化されていないクレイを好適なインターカラントと相互作用させ
ることにより生成される。これらのインターカラントは、典型的には、中性又はイオン性
の有機化合物である。有用な中性有機分子としては、極性分子、例えばアミド類、エステ
ル類、ラクタム類、ニトリル類、尿素類、炭酸塩およびエステル類、リン酸塩およびエス
テル類、ホスホン酸塩およびエステル類、硫酸塩およびエステル類、スルホン酸塩および
エステル類並びにニトロ化合物などが挙げられる。中性有機インターカラントは、モノマ
ー、オリゴマー又はポリマーであることができる。中性有機分子は、元の電荷を均衡する
イオンの完全な交換を生じずに、水素結合を介してクレイの層中へのインターカレーショ
ンを引き起こすことができる。有用なイオン性化合物は、オニウム化学種、例えば脂肪族
、芳香族又はアリール脂肪族アミン類、ホスフィン類及びスルフィド類のアンモニウム(
第１級、第２級、第３級及び第４級)、ホスホニウム又はスルホニウム誘導体などのカチ
オン系界面活性剤である。典型的には、オニウムイオンは、好ましいスメクタイトクレイ
の金属カチオンとイオン交換することにより、層中へのインターカレーションを引き起こ
すことができる。様々な市販のオルガノクレイ、例えばTheile Kaolin Companyから得ら
れるKaogloss 90（含水アルミニウムシリケートカオリン）およびのオルガノクレイがク
レイ製造供給元、例えばSouthern Clay Products及びNanocorから入手することができる
クロイサイト（Cloisite）１５Ａ（第４級アンモニウム塩で変性された天然モンモリロナ
イト）を本発明の実施に使用することができる。　
【０１０４】
　本発明のトナー受容体層に有用なタルクは、０．２μｍを超えるメジアンサイズを有す
る。タルクの好ましい大きさの範囲は、メジアンサイズが０．５μｍを超え、かつ３μｍ
未満であるようなものである。タルクのサイズ分布は狭いことが好ましい。タルクはトナ
ー受容体層中に取り込まれるのでタルクの好ましい明るさが８８を超えるＧＥ明度を有す
るようなものである。
【０１０５】
　トナー受容体層の特徴を具体的に記すことに加えて本発明は、少なくとも片面にトナー
受容体層を押出して基材を形成することを含むトナー受容部材の形成方法を教示する。こ
の方法では上記少なくとも片面のトナー受容体層は、その好ましいマトリックス樹脂がポ
リエチレンであり、かつもう一方のブレンド成分がＥＭＡ、ＥＭＡＧＭＡ、ＥＧＭＡ、Ｅ
ＡＡなどのような変性ポリオレフィンか、または分岐ポリエステルであるポリエステルか
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、またはポリアミドであるポリマーブレンドを含む。このトナー受容体層の厚さは、１０
μｍ～５０μｍの間であることができる。本発明は、広範囲の押出温度、例えば１５０℃
～３５０℃、および広範囲の速度、例えば６０ｍ／分～４６０ｍ／分の範囲内で実施する
ことができる。キャスト押出や押出コーティングのような押出工程を可能にするにはその
トナー受容体の組成の選択は、さらにそのブレンドまたは混合物の溶融強度によって決ま
る。トナー受容体層のカーテンまたはフィルムまたはシートが押出工程の間ずっと安定で
あり、かつネックインの量をできるだけ少なくしながらライン・スピードを上げることに
より生産性を高めるには、ブレンドまたは混合物の全体的な溶融強度が重要である。ポリ
マーの溶融強度は、一般にRheotensなどの溶融張力装置、すなわちGottfertによって提供
される装置（さきに詳細に述べた試験）を用いて測定される。本発明の場合、これらの測
定には長さ３０ｍｍ、直径２ｍｍの寸法のキャピラリーダイを、空隙（ダイと第１ニップ
の間の間隔）を１００ｍｍに保って使用した。本発明が教示する全体的なトナー受容体層
の好ましい溶融強度は、２００℃で２ｃＮ以上であることが必要である。その押出工程は
また、Ｔスロットダイやコートハンガーダイのようなダイ中で樹脂を再分配することを可
能にする適切な溶融粘度を有する樹脂の方がよい。さらに本発明を実施する場合、トナー
受容体層にとって好ましい押出温度は２６０℃～３４３．３℃である。トナー受容体層の
好ましい製造方法は押出コーティングである。押出コーティング工程ではポリマー溶融物
を、加圧ロールと大型冷却ロールによって形成されるニップ部において動いているウェブ
（本発明では基材である）上へダイを介して押し付ける。この冷却ロールは、鏡面仕上げ
を有するように高度に研磨してもよく、また艶消し仕上げのようにテクスチャを有するこ
ともできる。ニップ部の圧力および冷却ロールの温度がテクスチャの複製を決める。さら
に冷却ロール径は、その冷却能力に関係する多くの要因によって決まる。
【０１０６】
　本発明の教示および本発明の利点は、下記の詳細な説明から明らかになるはずである。
【０１０７】
　下記の実施例は本発明の実際について例示する。これらは本発明のあらゆる可能な変形
例を網羅するものではない。部数および割合は、別段の指示がない限り重量単位である。
【実施例】
【０１０８】
　実施例１～８は、電子写真用画像要素としての樹脂被覆紙の使用について考察する。こ
れら試料はすべて樹脂コーティング機を用いて作製した。この機械は２４８．９℃～３３
７．８℃の範囲の溶融温度で操作した。この温度は、原紙基材との接着、塗装の幅、およ
び樹脂の劣化が課す制約の要求基準に基づいて調整した。使用する樹脂はレオロジー、す
なわちレオメーターを用いた粘度およびメルトフローインデックス（ＭＦＩ）について特
徴を調べた。メルトフローインデックス（ＭＦＩ）はＡＳＴＭ　Ｄ１２３８を用いて測定
し、ポリエチレン類についてはそれを荷重２．１６ｋｇ下で１９０℃において行った測定
値に変換する。試料はNexPress 2100プリンター上で印刷し、それらの一部には７６．２
ミクロンのポリイミドベルトを使用したベルトフューザーからなるグロッサーを用いて光
沢をつけた。このベルトは約１６５℃の温度に設定した。光沢測定（６０度）は、Ｄmin
（白色）およびＤmax（黒色部分）にＢＹＫガードナー光沢計を用いてベルト融着された
試料に対して行った。試料はトナー密着性と、厚さ、斤量、および剛度などの物理的性質
とを試験した。トナー密着性はテープ試験により測定した。この試験はＡＳＴＭ　Ｄ３３
５９－０２を改良したものである。この試験ではトナー受容部材を両側で作業台にクラン
プした。３Ｍスコッチマジック８１０テープの一端をトナー受容体表面の少なくとも４イ
ンチに接着し、一方、テープの自由端をできるだけ１８０度の剥離角に近い角度で迅速に
除去した。さらに試料を粘着性に関して評価した。また得られたプリントの表面を、印刷
された表面全体にわたって指を動かすことによりフューザーオイルスミアに関して評価し
た。オイルスミアは、それが存在するかしないかを視覚的に評価した。表２に、下記で考
察する様々な試料について得られたものを要約する。トナー受容体のＴgおよびＴmは熱分
析機器、すなわちTA Instruments, Inc.のQ-1000型示差走査熱量測定計を用いて測定した
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。加熱速度は１０℃／分である。
【０１０９】
　実施例１（対照）は従来技術の典型であり、ここでは比較の目的で提示する。これは、
主として晒した硬木クラフト繊維のブレンドを使用して標準的な長網抄紙機を用いて作製
した写真用原紙基材を含む。この繊維は、基本的には晒したポプラとカエデ／ブナとから
なり、より少量のカバと軟木とを含む。乾量基準で使用される酸性のサイジング用化学添
加剤には、ステアリン酸アルミニウムサイズ、ポリアミノアミドエピクロルヒドリン、お
よびポリアクリルアミド樹脂が含まれた。ヒドロエチル化デンプンと重炭酸ナトリウムを
用いた表面サイズ剤も使用した。次いでこの原料基材の両面に、ほぼ８７重量％のＬＤＰ
Ｅ（Dow LDPE 5004I、ＭＦＩ４．１５の樹脂）、１１．４重量％のＴｉＯ2、および残り
添加剤を含む表面樹脂複合物を用いて押出コーティングした。両面の樹脂被覆量は２１．
９７ｇ／ｍ2であった。このトナー受容体部材を粘着性に関して評価し、次いでNexPress 
2100機を通した。またこのトナー受容体部材の一部はグロッサーを通した。得られた画像
をトナー密着性および表面のオイルスミアの存在に関して評価した。ポリエチレンのＴg

は－３０℃未満であることが分かった。
【０１１０】
　本発明の実施例２（ＬＤＰＥとＥＭＡのブレンド）は、実施例１で述べた組成および厚
さの紙基材を含み、次いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コーティングする工程を
用いてその両面に押出コーティングした。合計樹脂コーティング被覆量を２１．９７ｇ／
ｍ2に保って、このトナー受容部材に対照試料とほぼ同等の厚さを与えた。このトナー受
容体層の組成は、７３．７重量％の低密度ポリエチレン（Voridian 811A、ＭＦＩ２０の
樹脂）と１４重量％のエチレンメチルアクリレート（Exxon Mobil TC130、アクリル酸メ
チル含量２１．５％）のブレンドと、１１．４重量％のＴｉＯ2と、着色剤、酸化防止剤
、および蛍光増白剤とからなる。これらのトナー受容体部材を粘着性に関して評価し、次
いでNexPress 2100機を通した。またこのトナー受容体部材の一部はグロッサーを通した
。得られた画像をトナー密着性および表面のオイルスミアの存在に関して評価した。ポリ
エチレンとエチレンメチルアクリレートのトナー受容樹脂ブレンドのＴgは－３０℃未満
であることが分かった。このブレンドは４９．８℃に一つ、１０３．８７℃にもう一つの
２つのＴmを示す。
【０１１１】
　本発明の実施例３（ＬＤＰＥとＥＭＡＧＭＡのブレンド）は、実施例１で述べた組成お
よび厚さの紙基材を含み、次いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コーティングする
工程を用いてその両面に押出コーティングした。合計樹脂コーティング被覆量を２１．９
７ｇ／ｍ2に保って、このトナー受容体部材に対照試料とほぼ同等の厚さを与えた。この
トナー受容体層の組成は、７３．７重量％の低密度ポリエチレン（Voridian 811A、ＭＦ
Ｉ２０の樹脂）と１４重量％のエチレンメチルアクリレートグリシジルメタクリレートエ
ステル（Atofina Lotader AX8900、ＭＦＩ６の樹脂、アクリル酸メチル含量２４％および
グリシジルメタクリレートエステル含量８％）のブレンドと、１１．４重量％のＴｉＯ2

と、着色剤、酸化防止剤、および蛍光増白剤とからなる。これらのトナー受容体部材につ
いて粘着性を評価し、次いでNexPress 2100機を通した。またこのトナー受容体部材の一
部はグロッサーを通した。得られた画像をトナー密着性および表面のオイルスミアの存在
に関して評価した。ポリエチレンとエチレンメチルアクリレートグリシジルメタクリレー
トエステルのトナー受容体樹脂ブレンドのＴgは－３０℃未満であることが分かった。こ
のブレンドは５０．６７℃に一つ、１０４．２３℃にもう一つの２つのＴmを示す。
【０１１２】
　本発明の実施例４（ＬＤＰＥと分岐ポリエステルのブレンド）は、実施例１で述べた組
成および厚さの紙基材を含み、次いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コーティング
する工程を用いてその両面に押出コーティングした。合計樹脂コーティング被覆量を２１
．９７ｇ／ｍ2に保って、このトナー受容体部材に対照試料とほぼ同等の厚さを与えた。
このトナー受容体層の組成は、８５重量％の低密度ポリエチレン（Voridian D4002P）と
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１５重量％の分岐ポリエステル（分岐剤２％を用いて作製、Ｍw＝１２４，０００）のブ
レンドからなる。この分岐ポリエステルは分岐剤２％を用いて作製した。これらのトナー
受容体部材を粘着性に関して評価し、次いでNexPress 2100機を通した。またこのトナー
受容体部材の一部はグロッサーを通した。得られた画像をトナー密着性および表面のオイ
ルスミアの存在に関して評価した。このトナー受容ブレンドのＴgを測定し、ポリエチレ
ンのＴgが－３０℃未満であることが分かった。なお分岐ポリエステルのＴgは５１．６３
℃である。
【０１１３】
　本発明の実施例５（ＬＤＰＥとナイロン－６のブレンド）は、実施例１で述べた組成お
よび厚さの紙基材を含み、次いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コーティングする
工程を用いてその両面に押出コーティングした。合計樹脂コーティング被覆量を２１．９
７ｇ／ｍ2に保って、このトナー受容部材に対照試料とほぼ同等の厚さを与えた。このト
ナー受容体層の組成は、８５重量％の低密度ポリエチレン（Voridian D4042P、ＭＦＩ１
０の樹脂）と１５重量％のナイロン－６（BASF Ultramid B3）のブレンドからなる。この
トナー受容体部材を粘着性に関して評価し、次いでNexPress 2100機を通した。またこの
トナー受容体部材の一部はグロッサーを通した。得られた画像をトナー密着性および表面
のオイルスミアの存在に関して評価した。このトナー受容体ブレンドのＴgを測定し、ポ
リエチレンは－３０℃未満であり、またナイロンのＴgは４９．４４℃であることが分か
った。
【０１１４】
　本発明の実施例６（ＥＭＡ）は、実施例１で述べた組成および厚さの紙基材を含み、次
いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コーティングする工程を用いてその両面に押出
コーティングした。合計樹脂コーティング被覆量を２１．９７ｇ／ｍ2に保って、このト
ナー受容部材に対照試料とほぼ同等の厚さを与えた。このトナー受容体層の組成は、１１
．４重量％のＴｉＯ2と８２．６重量％のエチレンメチルアクリレート（Exxon Mobil TC1
30、アクリル酸メチル含量２１．５％）のブレンドと、着色剤、酸化防止剤、および蛍光
増白剤とからなる。これらのトナー受容体部材を粘着性に関して評価し、次いでNexPress
 2100機を通した。またこのトナー受容体部材の一部はグロッサーを通した。得られた画
像をトナー密着性および表面のオイルスミアの存在に関して評価した。エチレンメチルア
クリレートから作られたトナー受容体層のＴgは－３０℃未満であることが分かった。こ
のトナー受容体部材は４６．２２℃に一つ、７６．６４℃にもう一つの２つのＴmを示す
。
【０１１５】
　本発明の実施例７（ＬＤＰＥとＥＭＡのブレンドおよびタルク）は、実施例１で述べた
組成および厚さの紙基材を含み、次いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コーティン
グする工程を用いてその両面に押出コーティングした。合計樹脂コーティング被覆量を２
１．９７ｇ／ｍ2に保って、このトナー受容体部材の対照試料とほぼ同等の厚さを与えた
。このトナー受容体層の組成は、６８．７重量％の低密度ポリエチレン（Voridian 811A
、ＭＦＩ２０の樹脂）と１４重量％のエチレンメチルアクリレート（Exxon Mobil TC130
、アクリル酸メチル含量２１．５％）のブレンドと、５％のタルク（Imi Fabi HTP1C）と
、１１．４重量％のＴｉＯ2と、残りの着色剤、酸化防止剤、および蛍光増白剤とからな
る。これらのトナー受容体部材を粘着性に関して評価し、次いでNexPress 2100機を通し
た。またこのトナー受容体部材の一部はグロッサーを通した。得られた画像をトナー密着
性および表面のオイルスミアの存在に関して評価した。
【０１１６】
　本発明の実施例８（ＬＤＰＥとＥＭＡＧＭＡのブレンドおよびタルク）は、実施例１で
述べた組成および厚さの紙基材を含み、次いでトナー受容体層を紙基材の両面に押出コー
ティングする工程を用いてその両面に押出コーティングした。合計樹脂コーティング被覆
量を２１．９７ｇ／ｍ2に保って、このトナー受容部材に対照試料とほぼ同等の厚さを与
えた。このトナー受容体層の組成は、６８．７重量％の低密度ポリエチレン（Voridian 8
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11A、ＭＦＩ２０の樹脂）と１４重量％のエチレンメチルアクリレートグリシジルメタク
リレートエステル（Atofina Lotader AX8900、ＭＦＩ６の樹脂、アクリル酸メチル含量２
４％およびグリシジルメタクリレートエステル含量８％）のブレンドと、５％のタルク（
Imi Fabi HTP1C）と、１１．４重量％のＴｉＯ2と、残りの着色剤、酸化防止剤、および
蛍光増白剤とからなる。これらのトナー受容体部材を粘着性に関して評価し、次いでNexP
ress 2100機を通した。またこのトナー受容体部材の一部を光沢機に通した。得られた画
像をトナー密着性および表面のオイルスミアの存在に関して評価した。
【０１１７】
　表２に、実施例１～８で作製した試料の性能を要約する。本発明の教示によりトナー受
容体層に対するトナーの接着が可能になることが認められる。これは、実施例１を実施例
２～８と比較した場合に目立つ。さらに実施例２～６を実施例７～８と比較すると、本発
明のトナー受容体層中にタルクを混ぜることによりオイルの吸収が可能になり、したがっ
てトナー受容体層表面にオイルスミアが全く存在しないことが観察される。また、実施例
２を実施例６と比較すると、粘着を防止し、巻物の形態またはカットシートの形態で起り
うるブロッキングの問題をなくすためにトナー受容体層の組成を目的に合わせることが必
要なことを示している。
【０１１８】
【表２】

【０１１９】
　表３は、本発明で述べたトナー受容体層配合物をベルト融着した後に得られるトナー受
容体の光沢値の幾つかを強調したものである。表３から判るように、６０度光沢度は、画
像形成した（Ｄmax）領域だけでなく、画像形成されていない（Ｄmin）領域でも６０を超
える。
【０１２０】

【表３】
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